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冬季の中池見湿原 （福井県敦賀市） における近年の高い電気伝導度
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はじめに

 中池見湿地 （福井県敦賀市） は，約 25 haの面積を持つ低

層湿原である。袋状の谷に発達した泥炭地 （袋状埋積谷） 

は，一時水田として利用されていたものの，耕作の放棄が進

み，再び湿原としての景観に戻りつつある。湿地の特異な地

形と動植物相の多様性は，1998年から 2002年に亘る学術総

合調査 （野原・河野 2003） により明らかにされ，2012年には，

ラムサール条約湿地として登録された。

 同条約 3条は，湿地環境が変化する恐れのある場合，それ

らの情報をできる限り早く入手する措置を採ることを定めて

いる。現在の湿地の環境の維持のためには，降水量の減少に

伴う乾燥化，地盤の沈下，また外来動物の食害等，様々な課

題があるが，本報告では，近年の湿地の水の電気伝導度の変

化について現状を記述するとともに，その原因について検討

したい。

調査地域と調査時期

 中池見湿原は，天筒山 （標高 171 m），中山 （110 m），深山 

（163 m） の三山の麓に発達しており，標高 44 mに位置する。

日本海とは，天筒山を隔て，僅か 1.2 kmしか離れていない。

湿原は雨水及び三山の崖下泉で涵養されており，「江」と呼

ばれる人工の水路で排水されている（ナチュラリスト敦賀 

緑と水の会資料室 2011）。湿原の西端には，1996年に開通し

た国道 8号線敦賀バイパスが走っている。

 湿原の水質の変化の観測例として，NPO法人 ウエットラ

ンド中池見の笹木進・笹木智惠子の 2011年 6月，8月，11

月の無雪期，2012年 2月の積雪期 （積雪 0.5 ～ 0.6 m） の湧水

点，湿原の水路での電気伝導度の測定，及び敦賀気比高等学

校付属中学校・総合学習水質班が総合学習の一環として行っ

ている定期的な水質調査 （指導教員 ; 堂野吉央） の 2011年の

観測結果を紹介する。

結果と考察

1. 無雪期と積雪期の電気伝導度分布

 笹木・笹木の無雪期 （2011年 11月） 及び積雪期 （2012年

2月） の電気伝導度の分布を，それぞれ図 1，2に示す。無

雪期の電気伝導度分布では 20 mSm-1を越す値は湿原西部の

いくつかの湧水で観測されたのみであり，その上限は，30 

mSm-1に達しない。6月，8月の観測結果も同様な傾向を示

している。湿原内の流水の電気伝導度分布には，西から東に

かけて勾配が見られる。敦賀気比高等学校付属中学校・総合

学習水質班の中江 （北から 2番目の水路） に沿った電気伝導

度測定では，西端が 30 mSm-1近くの高い値であるのに対し
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て，東端では 10 mSm-1以下の地点も見られる （図 3）。

 笹木・笹木の積雪期の観測では，湿原東部，また観測点は

少ないが，北部の観測値は無雪期と比べ変化はないものの，

西部の道路沿いでは，80 mSm-1を越える著しく高い値が記

録されており，100 mSm-1以上の地点もある。

2. 積雪期の高い電気伝導度の原因

 高い電気伝導度は，時期的には積雪期のみに観測され，ま

た地域的にも 8号線バイパス沿いに限定されるため，道路の

融雪剤 （塩化カルシウム ; CaCl2） の流入が疑われる。寒冷地

の道路沿いの河川の電気伝導度が冬季に特異的に上昇するこ

とは希な例ではない （例えば，村上ほか 2003）。

 もちろん，電気伝導度は，他の要因により変化する場合

もあるため，伝導度を高める可能性のあるいくつかの湿原内

外の環境についても考慮が必要であろう。湿原と海との距離

が極めて近いため，風送塩の影響は無視できない。Mizuno 

（1961） は，海からの距離が異なる溜池の塩素イオン濃度を

比較し，1.5 km程度の距離であれば，明らかに高い濃度が記

録される例を報告している。中池見湿原と海からの距離は，

僅か 1.2 kmに過ぎず，さらに，1～ 3月頃は，北～北西の風，

つまり海側からの風が卓越する傾向を示している （敦賀測候

所観測データ ; http://www.data.jma.go.jp, 2012年 9月 24日閲

覧）。一方，海側からの風は，標高 171 mの天筒山で遮られ，

影響は軽減される可能性も大きい。風送塩の影響の否定のた

めには，伝導度に加え，融雪剤に含まれる高濃度のカルシウ

ムイオンの検出が今後必要である。

 中池見湿原の水質分布の不均一性は，辻ほか （1999, 2003） 

も指摘するところである。電気伝導度の差は，湧水点の基盤

の地質の違い，また湧出後の表層水との混合などにも影響さ
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図 1．中池見湿地の電気伝導度分布（無雪期 , 2011年 11月）．

   湿原の外形は，50 mの等高線により示した．湿原内の

4本の線及び影を付けた部分は，は，それぞれ人工的

な排水路と池を示す．湿原の表層水は，概ね西から東

に流れ，木の芽川に注ぐ．西端の国道 8号線は，1996

年開通．電気伝導度は，点の大きさで示した．
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図 2．中池見湿地の電気伝導度分布（積雪期 , 2012年 2月）．

   表記は，図 1に準じる．無雪期と比較し，特に湿原西

端で，高い電気伝導度が記録される場所が増えている．
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図 3．中江に沿った電気伝導度の勾配（無雪期 , 2011年 11月）．

   中江は，北から 2番目の排水路．測定地点の位置は，

江の合流点を起点としてから西に向かう距離で表示し

た．
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れる。敦賀気比高等学校付属中学校・総合学習水質班が観測

した無雪期の電気伝導度勾配は，積雪期の融雪剤の効果の残

存ではなく，それらの要因のためと考えることが妥当であろ

う。

 8号線バイパスの開通と伝導度変化の因果関係について

は，時の整合性を保障する資料が，今のところ見つからない

ことも述べておくべきであろう。辻ほか （1999, 2003） の論文

は，1997年に実施された観測に基づくが，既に前年に開通

している道路の影響を示す積雪期の湿原西側の特異な高い伝

導度は記録されていない。交通量や融雪剤の使用量統計と対

照させる作業が必要となる。

3. 高い電気伝導度の環境影響と対策

 融雪剤の植生などの影響については，木村ほか （2007） の

総説があるが，冬季のみの一時的な影響であり，植物の成長

を阻害するレベルに達することはほとんどないと結論付けら

れている。しかし，判断の根拠は，栽培されている野菜に関

する知見に基づいており，野生の植物についての影響につい

ては不明な点も多い。また，水質の変化が湿原の生産や分解

の速度を変え系全体に影響を及ぼすとの視点も欠く。動物へ

の影響についても，Tanaka et al. （2008） は，北海道での野鳥

の斃死の原因を融雪剤の散布に帰しているし，塩を求めるシ

カなどを誘引する可能性も報道されている （中日新聞 2012

年 4月 7日版）。

 中池見湿原で記録された高い電気伝導度は，融雪剤の散布

の結果である可能性が極めて強い。しかし，因果関係が明確

に証明できているわけではない。また，植生の被害と関連付

けた議論もできていない。代替不能な自然環境への影響を考

える場合，因果を明確にするとともに，最悪の影響を想定し，

現在可能な対策を考慮することが必要である。因果関係を裏

付ける資料の乏しさや，影響の不確実さを理由に，対策を遅

れさせることがあってはならないと考える。
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